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情報学総合演習Ia、情報学総合演習Ib、
情報学総合演習IIa、情報学総合演習IIb、
博士論文作成など

研究インターンシップ、研究指導実践、
PBL、ジョブ型研究インターンシップ、TA
経験、TF経験など

PBL、情報学総合演習Ia、情報学総合演
習Ib、情報学総合演習IIa、情報学総合
演習IIb、ジョブ型研究インターンシップな
ど

情報学セミナーa1、情報学セミナーa2、情報学
セミナーb1、情報学セミナーb2、研究インター
ンシップ、研究指導実践、グローバル研究演
習IIIa、グローバル研究演習IIIb、グローバル
研究演習IVa、グローバル研究演習IVb、グロ
ーバル研究演習Va、グローバル研究演習Vb、
ジョブ型研究インターンシップ、学会発表など

情報学セミナーa1、情報学セミナーa2、情報学セミナーb1、

情報学セミナーb2、グローバル研究演習IIIa、グローバル研

究演習IIIb、グローバル研究演習IVa、グローバル研究演

習IVb、グローバル研究演習Va、グローバル研究演習Vb、

大学院共通科目（国際性養成科目群）、外国語の演習科目、

国際的な活動を伴う科目など

情報学セミナーa1、情報学セミナーa2、情報学セミナーb1、

情報学セミナーb2、研究インターンシップ、研究指導実践、

PBL、情報学総合演習Ia、情報学総合演習Iｂ、情報学総

合演習IIa、情報学総合演習IIｂ、グローバル研究演習IIIa、

グローバル研究演習IIIb、グローバル研究演習IVa、グロー

バル研究演習IVb、グローバル研究演習Va、グローバル研

究演習Vbなど

情報学セミナーa1、情報学セミナーa2、情報学セ
ミナーb1、情報学セミナーb2、研究インターンシッ
プ、研究指導実践、PBL、情報学総合演習Ia、情
報学総合演習Ib、情報学総合演習IIa、情報学総
合演習IIb、グローバル研究演習IIIa、グローバル
研究演習IIIb、グローバル研究演習IVa、グローバ
ル研究演習IVb、グローバル研究演習Va、グロー
バル研究演習Vbなど

研究指導実践、情報学総合演習Ia、情報学総合
演習Ib、情報学総合演習IIa、情報学総合演習
IIbなど
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 以下の評価項目すべてが妥当もしくは達成されたと認められる学位申請論文を、最終試験又は学力の確認を経た上で、博士

論文として合格とする。

1．研究テーマの新奇性と意義

2．先行研究の把握と理解

3．研究方法の妥当性

4．結論とそれに至る論理の妥当性

5．結論の新奇性・独創性

6．体裁・構成の適切さ

7．文献・資料の適切な引用

8．学術的貢献

 論文審査の方法は以下のとおりとする。

 論文審査は、学位論文ごとに設置される学位論文審査委員会が論文の内容、公開による学位論文発表会、最終試験を総合

的に判断して行う。

1）学位論文審査委員会は、主査１人と、学位プログラム外有識者（学内の他学位プログラムの教員、他大学の大学院担当教員、

研究機関等の研究者） １人を含む４人の副査から構成される。

2）学位論文発表会は質疑応答を含めて６０分程度とする。

3）最終試験は、学位論文を中心として、その関連分野について口述または筆記で行う。試験は非公開で６０分以上とする。

・ 教育課程は、大学院共通科目および、本学位プログラム独自の研究指導科目群と実践指導科目群から

構成する。

・ 大学院共通科目などにより高度な知の創造力、マネジメント能力、コミュニケーション能力、チームワーク

力、国際性という汎用的知識 ・ 能力を身に着けさせる。

・ 研究指導科目群は、情報学セミナーおよび、指導教員による情報学総合演習 I、情報学総合演習 II から

構成する。情報学セミナーでは、インタラクティブな研究指導を行い、コミュニケーション能力や国際性、

情報学の専門的知識を身に着けさせる。情報学総合演習では、研究指導を受けることで、知の創成力や

マネジメント力、情報学の研究力を身に着けさせる。

・ 実践指導科目群は、研究指導実践、PBL、研究インターンシップから構成する。研究指導実践は、将来、

大学教員になって研究指導を行うことを想定し、学群生の卒業研究指導を当該学生の指導教員の監督下

で行い、リーダーシップ力や倫理観を身に着けさせる。PBL は、専門職につくことを想定した問題解決型

のプロジェクトを実践することで、研究インターンシップは国際研究機関、国立研究所、企業の研究所、大

学の研究室等、所属する学位プログラム以外の組織で研究活動に従事することで、実践的な研究方法と

リーダーシップ力を身に着けさせる。

・ 大学院共通科目、学術院共通専門基盤科目、研究群共通科目、他学位プログラム科目、専攻の科目は必要に
応じて選択して学修する。

・ 研究指導科目は情報学総合演習Iで研究の基盤を固め、情報学セミナーで多方面の研究に接し、情報学総合
演習IIで研究成果の集約を行う。

・ 実践指導科目は2科目以上を必要に応じて選択して学修する。
・ 入試区分及び教授言語にかかわらず、所定の単位を修得した場合には、修了要件に含むことができる。

・ 各科目はシラバスに記載している評価方法に従って評価する。

・ 汎用及び専門的知識 ・ 能力を有することは、年度毎に科目の修得状況及び論文や学会発表を含む活

動状況をもとに、専門委員会が確認する。

・ 学位申請論文の受理の条件は、中間発表を行い、博士論文の核となる査読付学術論文２本以上を有す

ることである。

・ 学位申請論文の審査に先立って、正副研究指導教員を含む学位論文予備審査委員会により、論文が

学位申請論文にふさわしいかを検討する。予備審査委員会は、学位申請論文ごとに設置され、委員会

設置から１年以内に合否を判定する。
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口述試験成績を点数化し、その結果を総合的に判定する。一般入学試験のほかに、研究業績を有する者あ

るいは推薦を受けた成績優秀な修士取得見込み者に対する推薦入試、社会的経験を有する者に対する社会

人特別選抜、10月入学の英語受験者特別選抜を実施している。英語受験者特別選抜では、口述試験にビデ

オ会議ツールを使用する。

・ 学位申請論文は、本学位プログラム外の有識者 （学内の他学位プログラム担当の教員、他大学の大学

院教員、研究機関等の研究者） １人以上と正副研究指導教員を含む５人からなる学位論文審査委員会

によって、学位論文としてふさわしいかを審査する。
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